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●木と環境について学ぼう
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●木材と社会とのかかわりに
ついて学ぼう
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索　　引
数字は問題番号

あ 行

IPCC　99
アカシア　7
あて材　14
伊勢神宮　70
引火点　50
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仮道管　10
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間伐材　96
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強度　35, 36
居住性　66, 68
釘　33
クヌギ　98
ケヤキ　55, 58, 64
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公共建築物等における木材の利用の
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合板　45, 46, 49, 77
広葉樹　13, 14, 55, 97
広隆寺　72
国旗　92

さ 行

漆器　2
湿度環境　68, 73
集成材　41, 77
樹幹　9
樹皮　8
正角材　38
正倉院　73
植物の進化　74
人工林　85, 86, 87, 88
心持ち柱材　37
針葉樹　10, 11, 12, 54
森林植生　75
森林法　93
森林率　89
スギ　4, 40, 41, 49, 54, 87
スプルース　60
切削加工　27, 28, 29
接触温冷感　21, 64
接着剤　39
セルロース　15, 16, 17, 69
早材　6, 11
早生樹　77

た 行

WPC　48, 79
だぼ接合　44
樽　4
タンニン　51
地図記号　91
ツゲ　14
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ティッシュペーパー　3
テルペノイド　65
道管　13, 58
東京スカイツリー　71
塗装　62
ドリルビット　32
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内装材　61, 68
ナタデココ　16
二酸化炭素　83, 84
日本工業規格　45, 47
日本農林規格　35, 38, 45, 46
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年輪　6, 7, 58
のこぎり　30
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パーティクルボード　45
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バイオマス　78, 80, 82, 83
白色腐朽菌　52
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晩材　6, 11
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ヒノキ　54, 69, 70
ヒバ　67
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フィンガージョイント　42
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分光反射率　56
防腐薬剤　53
法隆寺　69, 71
ほぞ接合　43

ま 行

ミズナラ　75, 76
未成熟材　12

密度　57, 58
ムクノキの葉　34
目違い　28
木材の手触り　63
木材輸入　95
木酢液　81
木質ペレット　83
木造校舎　68
木造ドーム　40
木目模様　54, 55, 59

や 行

やりがんな　31
誘電性　26
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木 の 文 化 と 科 学
伊東隆夫 編

〔ISBN978-4-86099-225-5 ／四六判・218 頁・1,890 円〕

遺跡、仏像彫刻、古建築といった「木の文化」に関わる
三つの主要なテーマについて、研究者・伝統工芸士・仏
師・棟梁など木に関わる専門家による同名のシンポジウ
ムを基に最近の話題を含めて網羅的に編纂した。

ものづくり 木のおもしろ実験
作野友康・田中千秋・山下晃功・番匠谷薫 編
〔ISBN978-4-86099-205-7／A 5 判・107頁・ 1,470 円〕

イラストで木のものづくりと木の科学をわかりやすく解
説。木工の技や木の性質を手軽な実習・実験で楽しめる
ように編集。循環型社会の構築に欠くことのできない資
源でもある「木」を体験的に学ぶことができます。木工
体験のできる104施設も紹介。

木 育 の す す め
山下晃功・原　知子 著

〔ISBN978-4-86099-238-5 ／四六判・142 頁・1,380 円〕

「食育」 とともに 「木育」 は、林野庁の 「木づかい運動」、
新事業 「木育」、また日本木材学会円卓会議の 「木づか
いのススメ」 の提言のように国民運動として大きく広
がっている。さまざまなシーンで 「木育」 を実践する著
者が知見と展望を語る。

すばらしい木の世界
日本木材学会 編

〔ISBN978-4-906165-55-1／A 4 判・104 頁・2,625 円〕

グラフィカルにカラフルに、木材と地球環境との関わり
や木材の最新技術や研究成果を紹介。第一線の研究者
が、環境・文化・科学・建築・健康・暮らしなど木につ
いてあらゆる角度から見やすく、わかりやすく解説。待
望の再版 !!

木 の 魅 力
阿部　勲・大橋英雄・作野友康 著

〔ISBN978-4-86099-220-0 ／四六判・257 頁・1,890 円〕

人と木はどのように関わってきたか、また、今後その関
係はどう変化してゆくのか。長年、木材と向き合ってき
た３人の専門家が、木材とヒトの心や体との関わり、樹
木の生態、環境問題、資源利用などについて綴るエッ
セー集。

再生可能で環境に優しい未来資源である樹木の利用に
ついて、基礎から応用まで解説する。（7, 10 は続刊）

木 材 科 学 講 座 1 概論（1,953円）／2 組織と材質（1,937 円）／3 物理
（1,937円）／4 化学（1,835円）／5 環境（1,937円）／6 切
削加工（1,932円）／7 乾燥／8 木質資源材料（1,995円）／
9 木質構造（2,400円）／10 バイオマス／11 バイオテク
ノロジー（1,995円）／12 保存・耐久性（1,953円）

（全 12 巻）
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山下晃功 著

〔ISBN978-4-86099-269-9 ／四六判・198 頁・1,680 円〕

木工と木材利用に関する教育活動として国民的な運動
となりつつある 「木育」。長年にわたり、教育現場で
「木育」 を実践し、その普及に尽力してきたパイオニア
たる著者の半生を振り返るととともに、「木育」 の未来
についても展望する。

木工から
木育への道

カラー版 日本有用樹木誌
伊東隆夫・佐野雄三・安部 久・内海泰弘・山口和穂

〔ISBN978-4-86099-248-4／A 5 判・238 頁・ 3,500 円〕

木材の “適材適所” を見て、読んで、楽しめる樹木誌。
古来より受け継がれるわが国の 「木の文化」 を語る上で
欠かすことのできない約 100 種の樹木について、その生
態と、特に材の性質や用途について写真とともに紹介。
オールカラー。

広葉樹の文化
広葉樹文化協会 編／岸本・作野・古川 監修

〔ISBN978-4-86099-257-6 ／四六判・240 頁・1,890 円〕

里山の雑木林は弥生以来、農耕と共生し日本の美しい四
季の変化を維持してきたが、現代社会の劇的な変化に
よってその共生を解かれ放置状態にある。今こそ衆知を
集めてその共生の「かたち」を創生しなければならない時
である。

雑木林は
宝の山である

早生樹 産業植林とその利用
岩崎　誠 他5名共編

〔ISBN978-4-86099-267-5／A 5判・259頁・3,570円〕

アカシアやユーカリなど、近年東南アジアなどで活発に
植栽されている早生樹について、その木材生産から、材
質の検討、さらにはパルプ、エネルギー、建材利用など
加工・製品化に至るまで、技術的な視点から論述。カラー
16頁付。

シ ロ ア リ の 事 典
吉村　剛 他8名共編

〔ISBN978-4-86099-260-6／A 5判・472頁・4,410円〕

シロアリ生物学の最新成果が分かる本。野外での調査方
法から、生理・生態に関する最新の知見、建物の防除対
策、セルラーゼの産業利用、食料としての利用、教育教
材としての利用など、多岐にわたる項目を掲載。カラー
16 頁付。


